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【施設に関する蘊蓄】 

三滝ダムは昭和 12 年（1937 年）竣工の発電用ダムである。本ダムは、バットレスダ
ムと呼ばれ、水圧を受ける鉄筋コンクリート版（遮水壁）を扶壁（バットレス）によって
支える構造である。日本のバットレスダムは、1923 年に函館市水道局が建設した笹流ダ
ムを皮切りに、最後のダムとなる三滝ダムの完成まで 14 年間で 8 基しか建設されず、現
存するのは 6 基のみという希少な形式である。その希少性から三滝ダムは平成 14 年度の
土木学会選奨土木遺産に認定されている。※1 

詳細については、佐々木 勝氏著『日本最後のバットレスダム「三滝ダム」』を参照さ
れたい。※2 また、バットレスダムの変遷については文献 3 が参考になる。※3 
【訪問記】 
 紅葉時期には少し早いが三滝ダムに向かうことにした。幸い、学校の後輩が智頭町観光
協会に勤めて、現地案内を依頼し、快諾を受けていた。クマの出没が懸念され、紅葉と遭
遇リスクを勘案した結果、早めることとした。（心配は無いとのことであったが） 
 智頭インターチェンジで高速道路に別れを告げ、国道 53 号、国道 373 号、県道 6 号で
芦津渓に向かう。県道に入りしばらく進むと道路勾配が増してくる。国道との分岐点の標
高が約 250ｍであり、目指す三滝ダムの標高は約 750m と標高差 500ｍを登ることにな
る。高度を増すごとに景色が変わって行く。『みたき園』駐車場で案内人と合流し、軽自
動車 1 台で三滝ダムへ向かった。 
 途中の車窓からは杉林が見える。下草が刈られ、枝打ちされた杉が空に向かって真っす
ぐ伸びる光景は、林業の町『智頭町』と感心させられた。各種調査で山の中を歩いた経験
では見たことのない光景であった。 
 当初は、遊歩道入口に駐車し、遊歩道を徒歩で三滝ダムを目指す計画であったが、時間
の関係でダムサイトまで車で向かった。道幅が狭いので、軽自動車は好都合であった。 



 ダムは前日の降水により、放流を行っていた。掲載の写真は両水路から水が流れる貴重
なショットとなった。右岸側から河川へ下ったが、結構な急斜面で苦労した。全景を捉え
るためには、水量が多く、断念した。手前の紅葉が紅葉すると良い写真になったと少し残
念であった。 
 このような標高が高い場所での建設工事。資材運搬は想像を絶するものがあるが、木材
切り出しのための軌道（トロッコ）を活用したとの話であった。自動車、重機の世代も
我々では浮かばない戦略で工事を進めた先人に敬意を表する気持ちで一杯であった。 
 

 
観光案内図 

【余 談】 
 三滝ダム手前に山菜料理 『みたき園』がある。森の中に古民家を移築し、東屋や座敷
を結ぶ散策路が設けられている。山菜料理を古民家で楽しめる趣向となっている。当日、
平日にも関わらず、昼時は満車の繁盛状態であった。昼食コースは 2,800 円、4,000 円、
6,000 円（税抜）と 3 コース用意されている。4 月から 12 月初旬までの営業である。ホー
ムページから予約が可能である。http://ashidumitakien.jp 



  
三滝ダム 右岸からバットレスを見る 三滝ダム 堤頂通路 

  
三滝ダム 湖面 紅葉は少し早い 三滝ダム 湖面側 

  
案内看板 ゲート上の構造 
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